
平成 28 年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 称 浜田市交流研修センター（森の公民館） 

指定管理者 

名 称 サウンドファイブ夢の音会 

代 表 者 代表 河野 文影 

住 所 浜田市金城町久佐ハ 295 番地 13 

モニタリング 

の実施方針・

方法等 

本施設の管理運営業務の確認にあたっては、事業報告書及び指定

管理者へのヒアリングにより実施しました。 

具体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメントした上

で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた

考え方」を記載しました。 

担 当 部 署 

（問合せ先） 

部 署 名 金城支所 産業建設課 産業振興係 

電話番号 0855-42-1233 

E-mail k-sangyou@city.hamada.lg.jp 

   

■ モニタリングの総合コメント 

当施設は、都市住民との交流、都市と山村の住民活動を促進することで、山村地

域の活性化と公共の福祉の増進を図るために設置した宿泊研修施設です。 

現指定管理者は、開設後の平成 7 年度から当施設を拠点に、音楽活動を通した都

市交流に取り組み、平成 18 年度から指名により指定管理者として現在まで管理運営

を行っています。 

利用状況は、指定管理者のネットワーク、独自イベントの開催、さらに都市部や

広島市内に音楽拠点を設けるなど、広島を中心に年間 5 千人以上の利用があります。

平成 26 年度から指定管理者が中心となり、ゆめのねむら都市農村交流推進協議会を

立ち上げ、農水省「都市農村共生・対流総合対策交付金」を受け、他地域を含めた

広範囲な民泊受入体制（カチューシャの唄民泊交流ロード）を構築する事業に取り

組んでいます。また、新たに食に関わる調査、研究グループ「れんげ草」を立ち上

げワークショップを実施し、地元食材を生かしたメニューに取り組んでいます。 

地域と連携した多様な誘客、交流事業等の推進、農村民泊や食の提供体制整備な

ど受け入れ基盤整備を推進し、新たな地域内の経済循環づくりを目指しています。 

このように、指定管理者が主体的となった積極的な取り組みは評価でき、条例、例

規を遵守し、協定書の内容に基づき適正に管理、運営を行っていることから、総合

的に判断して「良好」と評価します。 

 

■ 今後の業務改善に向けた考え方 

・天候や季節により利用者数が左右されることから、年間を通して集客できる企画

を検討する必要があります。 

・引き続き近隣の観光施設と連携し、利用者数の拡大を図る必要があります。 

・利用者数の拡大に伴い専従のスタッフの配置が必要と思われますが、そのために

は増収を図ることで運営体制を構築する必要があります。 

・今後、当該指定管理者は法人化を目指す意向もありますので、施設の在り方も含

め検討する必要があります。 



■個別評価 

Ⅰ 基本的な考え方 

 ① 目的、公平性、効果等への所見 

 

都市住民と地域住民との交流を通して、山村地域の活性化と公共の福祉の増進

を図ることを目的に、公正性の観点も踏まえ主体的・自主的な施設運営が行わ

れています。 

都市部である広島市などをターゲットに、他施設とは異なる利用層を集客して

いることは、事業効果が認められ評価できます。より多くの利用者を市内周遊・

宿泊につなげる必要があります。 

運営にあたっては、条例や協定書を遵守しており、適正な管理、運営が行わ

れています。 

Ⅱ 業務内容 

 ① 事業への具体的取り組み方について 

 

 指定管理者の構成員のほかネットワーク会員の協力、ふるさと定住財団・ツ

ーリズム協議会などとの連携、当施設を含めた地域資源を活用した独自の取組

みが行われています。 

 ② 施設の運営体制や組織について 

 

 37 人で構成されるサウンドファイブ夢の音会が指定管理者となり、管理運営

体制は構築されていますが、電話での問い合わせは転送電話、施設の開閉は近

隣に居住するメンバーが随時行うなど、課題もあります。 

 今後、利用者が増大することや、多様なイベントを展開するうえでは、常勤

スタッフを配置する必要があると思われます。 

 ③ 適切な事務や経理について 

 
 施設管理に関わる事務及び経理については、条例や協定書に基づき適正に処

理されています。 

 ④ 安全管理、情報管理、緊急時等の対応について 

 
 緊急連絡網、危機管理マニュアルが整備され、簡易宿泊施設としての防災対

策も実施しています。 

 ⑤ その他業務内容について 

 

農林水産省の「都市農村共生・対流総合対策交付金事業」を実施している「ゆ

めのねむら」都市農村交流推進協議会（指定管理者も参画）に対する農山漁村

振興交付金等評価委員会が平成 28 年 8 月 16 日に開催され、事業の取り組み、

目標達成に対し高評価が得られています。 

評価内容は、体制整備のために事業推進会議等を開催し、各種ワークショッ

プや交流イベント、県内外への視察研修会の実施、活動紹介や誘客推進のため、

パンフレットやチラシ、DMの作成・配布等の取組が実施されたことによるもの

です。 

この事業実施により、施設の有効利用に寄与しているものと評価しています。

 

※「施設概要及び実績報告書」は別紙のとおり  



〔別紙〕 

施設概要及び実績報告書 
1 施設概要 

施 設 名 浜田市交流研修センター（森の公民館） 

所 在 地 浜田市金城町久佐ハ 295 番地 13 

開設年 月 平成 7 年度 

設置条 例 浜 田 市 交 流 研 修 セ ンター条 例  

設置目 的 

山村地域が持つ自然環境を生かした都市住民との交流、ふれあい

及び都市情報の受信並びに山村情報の発信等の市民活動を推進し、

山村地域の活性化と公共の福祉の増進を図ること。 

施設の概要 

敷地面積 6,186.00 ㎡  

延床面積 
研修棟 222.40 ㎡ 

バンガロー（2 棟） 41.40 ㎡／棟 

施設内容 研修棟、バンガロー2棟、屋外ステージ、屋外トイレ 

事業内容 都市住民との交流事業、学校等の宿泊研修 

 

2 運営実績 

項 目 H27 実績 H28 計画 H28 実績 

開館日数 366 日 365 日 365 日

開館時間 8：30～21：00 8：30～21：00 8：30～21：00

宿  泊 13：00～10：00 13：00～10：00 13：00～10：00

 

3 利用実績 

項 目 H27 実績 H28 計画 H28 実績 

延べ利用者数 6,366 人 4,500 人 6,411 人

利用料金収入 3,442,950 円 3,000,000 円 3,480,611 円

 

  



4 収支実績                            

（単位：円） 

収入 

項 目 H27 実績 H28 計画 H28 実績 

利用料金収入 3,442,950 3,000,000 3,480,611

繰入金 0 100,000 0

拠出金 700,000 0 0

負担金 67,000 200,000 0

補助金 0 0 425,000

諸収入・貯金利子等 24,980 6,751 5,002

繰越金 411,984 503,249 503,249

収入計（A） 4,646,914 3,810,000 4,413,862

支出 

項 目 H27 実績 H28 計画 H28 実績 

管理費 1,516,328 2,228,000 2,234,835

自主事業実施経費 1,627,337 1,350,000 1,183,355

施設整備経費 200,000  0 218,000

予備費 800,000 232,000 0

支出計（B） 4,143,665 3,810,000 3,636,190

 

収支差引（A-B） 503,249 0 777,672

 


